
 

棚田学会 会員便り 

「中山の舞台」大規模改修に係るクラウドファンディングご支援のお願い 

 
小豆島町地域おこし協力隊 中山棚田活性化推進員 

小木曽 裕紀 
 
小豆島町地域おこし協力隊 中山棚田活性化推進員の小木曽 裕紀と申します。 

先日発行されました棚田学会通信 70号に「中山千枚田の伝統行事と棚田の耕作について」という
表題で僭越ながら寄稿させていただきましたが、お読みになられましたでしょうか。 
 
棚田学会通信でも申し上げた通り、伝統行事は棚田地区において地域の結束を深める意味があ

り、農道・水路の管理や修繕等、様々な共同作業が必要不可欠な棚田の耕作において非常に重要
と感じております。しかしながら、伝統行事を継承していくには課題もあり、棚田学会会員の皆
様のお力をお借りできないかと思い、会員便りを書かせていただきました。 
 
中山地区の重要な伝統行事である「中山農村歌舞伎」を奉納する「中山の舞台」が、専門家か

ら「すでに半壊状態であり、倒壊の恐れがある」との指摘を受け、昨年秋より建築以来初となる
大規模改修工事に着手いたしました。 
事業費は膨大な金額で、文化庁や香川県、小豆島町の支援を受けておりますが、それでも中山地
区に多大な負担を要しています。また、工事が進むにつれ改修に関連する費用が想定を上回る可
能性が出てきており、地区の力のみでは十分な財源な確保が困難になる恐れがあります。 
 
このような状況の中、舞台と農村歌舞伎を後世へ引き継いでいくために、7 月 3日から 8月 31

日までクラウドファンディングで皆様からのご支援をお願いすることになりました。目標金額は
700 万円。達成しなければ全額返金となる「All or Nothing」というルールでの挑戦です。 
※クラウドファンディングホームページ: https://readyfor.jp/projects/nakayamanosonkabuki 
 
全国各地にある棚田地区には、伝統文化の継承に苦労されているところも少なくないのではと

推察いたします。このクラウドファンディングを成功させることで、過疎高齢化の進む棚田地区
でも、団結して文化や歴史を守るために頑張り、大きな課題に立ち向かうことができるという事
を示し、全国の棚田地区の希望の灯となることができないかという願いもあります。 
舞台の改修を通して伝統文化を継承し、棚田も含めて次世代につなげたい。小さな農村の大きな
挑戦に、皆様のあたたかいご支援を何卒よろしくお願い申し上げます。 

https://readyfor.jp/projects/nakayamanosonkabuki
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